
梱
､
誠
袖
､
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
､
或
は
光
軸
冬
鳥
す
､
又
摘
拝
謝
鵜
.fhl軸

で
柑
ら
れ
る
-
.
り
1
中
に
僅
賀
状
で
粘
帯
力
み
布
し
な
い
柏
後
粒
の
-

の
が
あ
る
｡

此
の
稚
柿
物
は
金
-
生
物
怨
恨
か
含
ん
で
居
な
い
,
,-
A

あ
る
が
､

叫
舷
に
は
鞍
だ
少
盈
TfJ含
む
'
如
し
､
紅
色
粘
土
と
グ
ロ
ビ

〟
-
ナ
枇
池
と
の
隅
別
は
淡
酸
石
火
の
三
〇
%
の
合
材
盈
払
暁
非
と
し

て
定
め
て
あ
る
か
ら
紅
色
粘
iJ
の
雑
木
の
中
に
は
非
廿
に
多
盟
の
出
物

地
階
恥
骨
む
も
の
も
あ
る
｡
棟
式
的
紅
色
粘
･hT化
石
次
紫
出
物
退
職
は

含
有
せ
ず
只
砂
燃
殻
有
孔
虫

､
放
散
=
3'
縦
柵
の
骨
片
等
の
柿
質
出
物

追
徴
か
偽
に
含
有
す
る
O
織
物
と
し
て
は
狩
石
及
火
山
淡
鞘
の
破
片
が

準
･D
多
く

非
の
仙
長
石
'
凪
借
手
蝕
､
角
川
石
､
鞘
石
等
が
北
目
地
で

峠
に
浦
佃
の
附
塊
私
淑
入
す
る
こ
と
が
め
る
｡
本
珊
柿
物
は
北
太
平
洋

爾
四
部
の
総
て
の
肺
底
蛾
析
物
中
位
-
1成

い
升

和
み
和
し
.
凹
千
米
払

超
す
拭
海
底
は
め
ど
全
部
紅
色
粘
土
で
離
ほ
れ
て
肘
ろ
､
此
の
輔
桁
均

は
.･潤
庇
の
減
少
に
批
ひ
漸
次
グ
ロ
ビ
ダ
-
ナ
批
氾
或
は
藍
色
池
に
路
北

す
る
｡
8
､
放
散
虫
軟
泥

チ
ャ

レ
ン
'･h
ヤ
ア
及
ア
ル
パ
ト
ロ
･.h
ス
助
は
併

て
グ
ア
ム
粕
淋
岬
の
南
慧

柵
附
近
の
昧
晦
か
ら
放
散
虫
収
弛
み

探
鶴
し

た
が
､
4品

の
材
料
中
に
は
何
折
か
ら
の
採
取
物
が
な
-
叉
二
〇
%
以

上
の
放
散
止
み
骨
材
す
る
と
い
ふ
梯
式
的
の
放
散
5
'秋
総
の
材
料

も存

硫
し
な
い
o
即
ち
北
火
中
畔
相
即
に
於
げ
ろ
認
堆
柿
物
め
分
布
は
可
な

り
限
定
ru
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
｡

今
川
の
･材
料
申
Li
は
紅
泡
粘
土
と
㌢
佃
ビ
グ
-
ナ
軟
兆
の
中
川
雌
或

は
紅
色
粘
土
.と
就
包
孤
と
の
rf
川
鯉
が
少
-
な
い
が
'
各
神
の
坤
疎
佃

は
分
布
の
娯
堺
紐
が
明
廉
な
も
り
が
触
-
漸
次
に
宜
に
他
の
も
の
に
飽

新

鮮

納

介

リ
繁

る
jJ
切
で
あ
る
O
雄
蛇
鵬
州
で
仲
川
し
て
放
る
捌
探
管
は
長
六
十

刑
で

批
の
坤
に
掘
取
.･U
れ
て
氷
る
榔
稗
物
の
材
料
は
鵡
瀞
二
十
五
朋
JEk

の
長
さ
で
､
叔
長
の
も
の
は
四
十
:rTl･]
朋
低
で
あ
る
｡
弼
L
L)J
T
般
'1
1

桝
の
測
裸
に
降
し
測

深
管
に
道
入
っ
て
氷
る
材
料
は

叫
秤
で
あ
る
が
時

に
二
倍
の
興
っ
た
糠
稗
物
が
巣
な
っ
て
採
取
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
｡
例

へ
は
上
肘
が
紅
色
粘
土
で
下
層
が
敗
色
泥
の
場
舟
或
は
上
層
が
細
粒
の

恥
苗

鮎
で
下
値
が
机
鵜
の
虹
色
蛇
の
功
各
年
で
あ
り
､
閑
暦
の
城
外
は

1
舷
に
明
瞭
で
あ
る
｡

(本
鞘
億
に
は
附
樹
と
し
て
北
大
中
枠
南
西
部
鹿
賀
分
布
園
が
漆

へ
ら

れ
て
居
ろ
｡
非
の
紙
朗
は
菰
迫
よ
り
北
締
三
五
庶
二
十
四
分
に
重
り
'

非
鯉
官
二
十

既
L･iり
同
好
八
十
鑑
に
至
る
｡
=
り
購

い
院
城
の
海
底
沈

桜
物
の
分
満
が
別
紙
L
i1
･
)･U
は
日
本
地
学
非
の
痛
め
に
蹴
兜
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
)
0
(S
)

●毒
蔓

蔓

▼一
▲
t一▼

蔓

･■●l2
-

新

著
摘

骨

0
人
文
地
理
翠
研
究

小川

珠治
者

昭
和
三
年
八
月
数
行

古
今
番
院

先
昭
二
拭

本
舗
は
序
文
にこ
あ
る
泊
り

一
巻
の
拠
っ
た
人
文
地
班
串
と
し
て
の
著
述

で
な
-
地
嘩
榔
誌
や
地
球
な
ど
に
出
さ
れ
た
允
生
の
菰
苦
み
傾
け
た
人

文
地
班
挙
上
の
数
個
の
関
越
私
仰
給
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
｡
難
解

は
親
し
く
北
故
の
数
学

っ
心
て
､
抽
出
か
ら
越
中
の
純
毛
や
'
大
利
河

内
.1
称
す
る
垣
内
武
村
拓
と
い
ふ
も
の
布
教
-エ
リ
t
は
L
Jめ
て
我
凶
の

究
路
地
現
題
の
弛
む
べ
4
,途
在
韓
ん
だ
も
り
で
あ
る
｡
詫
し
本
番
は
さ

ま

6三

六

三



地

球

弟
十
笹

う
し
た
人
文
地
規
準
私
我
図
に
於
て
創
設
し
た
給
文
の
盛
り
と
み
て
道

立

へ
ね
と
考

ヘ
ム
｡
鱗
静
は
拙
対
日
本
収
家
政
に
つ
い
て
の
瓜
伽
の
懇

剖
な
る
批
評
が
不
省
の
鰐
二
消
中
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
=
と
に
､
心
か

ら
の
感
謝
み
さ
～
て
る
も
の
で
あ
る
と
同
峰
に
､
預
額
が
本
省
の
第

1

鰐
科
挙
TJ
し
て
の
地
地
学
と
そ
の
嬰
聡
の
横
式
的
静
卯
と
も
革
b
る
ゝ

近
俄
の
土
地
･T
俳
民
と
の
二
流
か
ら
多
火
の
学
ぶ
べ
車
-
の
み
つ
か
ま

れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
払
期
待
す
る
ー｡
四

六

版
二
甘
八
十
二
:H
t
索
引
附

附
錐
.の
串
,.d
問
が
い
か
に
も
ふ
る
T

て
ゐ
そ

JJJ
み
附
記
す
る
(瀬
田
)

0

支

那

歴

史

地

理

研

究

小
川
珠
持
寄

昭
和
三
咋
八
月
五
°

雄
行

弘
光
党
碑
店

先
侶
三
脚
五
十
鋸

本
番
む
亦
小
川
教
授
が
二
十
解
氷
蘭
雑
記
に
乾
表
さ
れ
た
ま
灘
の
屡

故
地
規
に
鯛
し
た
論
文
十
二
摘
み
鶴
め
た
も
の
で
あ
る
｡
節

1
頚
支
那

地
同
率
の
敬
治
p
節
二
歩
-
野
田
寒
山
海
鮮
に
開
L
た
る
研
究
｡
節
五
埼

南
軍

第
六
率
天
地
開
閉
及
排
水
博
紛
､
第
七
箪
蛾

脚

以
前
の
地
班
上

砂
俄
の
限
外
'
解
八
章
見
解
と
西
王
母
'
節
九
薄
地
淀
の
紺
野

･3倍
訟

解
十
串
本
鞍
嬰
'鈴
十

二
単
松
堀
江
の
水
源
地
､解
十
二
韓
掘
故
地
班
の

地
銘
串
的
研
究
'
凡
そ
か
う
し
た
論
文
は
班
に
博
士
の
猫
蛾
で
あ
っ
て

渉
猟
が
旋
-
て
､
和
沫
拝
聖

二
堺
に
功
し
i1
人
に
し
て
は
と
め
て
能
く

す
る
桝
の
-
の
で
あ
る
｡
支
那
挙
者
に
盈
非
北
二

親
和
す
ゝ
め
る
.
也

現
襲
潜
と
し
て
-
瀬
畔
地
何
科
の
染
遼
f<4
知
ら
ん
と
す
る
人

に
は
本
態

の
か
dT,紺
好
の
楯
針
は
外
-1
な
い
｡
撰
文
の
よ
め
な
い
人
.1
本
普
代
や

1
滴
僻
が
附
碓
で
あ
る
と
は
倍
や
ろ
け
れ
ど
i
t
訳
押
切
人
文
地
規
準

私

邸
ぽ
ん
-
す
る
人
々
は
､
政
和
に
か
-
し
た
も
の
み
紙
概
況
骨
し
な

第
gI親

王
〇
細

大

だ

く
て
ほ
な
ら
g
O
謝
収
四
官
四
畢

二
十
三
字
欝
十
四
.k
'
印
刷
鮮
明
､

以
て
蘭
解
の
省
柴
を
飾
る
ti
見
る
で
あ
･f
う
｡
ハ藤
川
)

0

世

界

地

理

の
史

的

考

買

三
村
倍
加
懲

鞘
讐

ハ
0
0
貫

索
引
こ
7
封

昭
和
三
年
七
月

整

児
科
目
火
同
館
智
描
竣
行

立
脚
四
蹴
八
〇
鎖

せ
鼎
の
現
批
私
記
迎

す
る
の
が
せ
耕
地
蕊
で
は
あ
る
が
､
現
状
私
知

ら
ん
が
痛
め
に
は
或
根
底
ま
で
過
去
ね
知
ら
ね
は
写
b
な
い
｡
本
番
は

比
の
目
的
に
池
ふ
与
つ
に
他
罪
各
脚
曲
に
共
の
餌
土
の
沿
革
私
記
⊥
た

-
の
で
あ
る
｡
比
に
現
状
の
依
っ
て
衆
る
抑
以
私
知
る
の
が
目
的
で
あ

る
故
'
音
さ
は

織
に
､
新
し
与
は
群
に
述
べ
､
殊
に
北

路
大
磯
の
約
柴

は
他
外
的
に
餌
土
に
火
車
勤
が
め
つ
た
か
ら
此
鮎
に
翻
意
し
て
､
其
の

版
樹
鯉
格
の
由
爽
す
る
祢
悼
み
明
に
し
て
あ
る
O輩
み
分
つ
十
九
､金
地

鼎
の
財
々
み
漏
れ
な
-
騨
げ
､
其
の
散
明
は
細
め
て

串
易
で
あ
っ
て
那

仰
の
箇
所
な
ど
や
､
前
後
続
者
す
る
所
な
ど
に
殆
ん
ど
な
-
､
金
-
辛

隙
よ
く
嗣
逃
さ
れ
て
め
る
O
ト
ル
Tl
の
現
状
私
枇
詑
し
て

｢
肘
ス
ポ
ロ

ス
粒
状
の
波
は
背
に
労
ら
ず
静
か

で

あ
る
け
れ
ど
も
､
年
月
の
班
の
色

は
呼
と
共
に
洲
-
あ
せ
て
今
は
其
の
地
に
は
見
ら
れ
ず
､
ア
ナ
ト
-
ヤ

の
山
城
+
]餅
に
は
げ
し
き
浮
世
か
ら
逃
れ
て
今
は
其
の
存
在
さ
へ
J
姓

怒
ru
れ
て
尉
な
い
｣
と
云
ふ
棟
に
弟
し
-
背
か
れ
た
部
分
-
あ
る
O
本

番
は
地
誌
の
参
考
啓
た
る
ば
か
り
で
な
-
､
国
民､
の
討
本
と
し
て
適
併

な
-
の
で
あ
る
､
他
罪
の
図
々
の
覗
批
YS,知
ら
し
め
る
-
同
時
に
'
各

脚
の
来
衆
の
盛
束
ね
考
察
す
る
資
料
-
な
る
好
背
で
あ
る
｡
(N
)

o

東

京

市

郊

外

に
放

け

る

交

通
機

関

の
発

達

と

人
口
の



愉
唱
加

瀬
淡
抑
伐
排
紙
計
潮
的

菊
判
二
五
四
〟.i･･<

昭
利
三
年
三

J

g

.行

.

先
月
推
批
数
行

壮

代
湖

中

の

故

地

は

非

の

人

目

瑞
巾
の
勢
の
槻
烈
に
し
て
且

つ
魚
鎚

な
切
な
仲
微
と
す
る
.
寸
時
-
.巳
東
な
い
発
鵬
の
カ
は
速
に
都

市
な
し

て
衣
氷
の
帝
政

解
剖
内
LL
附
蹄
勺.
ろ
秘
計
rJIな
い
で
､
僚
勢
は
郊
外
Li

逝
悔
し
､
近
隣
の
町
村
払
俳
ぜ
畔
ゐ
て

一
大
都
市
み
形
成
さ
せ
.る
棟
に

な
る
｡
而
し
て
大
都
市
の
鹿

的
ほ
焚
.q
榔
関
の
孜
蛙
に
伸
/0
日
み
撃

っ

て
鵬
火

す
る
｡
山
水
人
目
の
都
市
損
中
は
交
油
機
関
の
発
治
に
娩
っ
て

此
の
傾
向
払
出
成
し
た
の
で
あ
る
が
､
姫
て
又
人
口
怨
む
郊
に
譲
港
す

る
の
Jl
発
泡
機
関
で
あ
る
｡
=
の
人
目
の
増
加
と
発
出
槻
鰯
と
の
的
係

わ
帆
肌
宰
b
L
む
る
=
と
は
都
市
行
政
'
北
ハの
他
蘭
船
の
地
紋
紐
符
上

洛
邸
な
=
上
で
あ
る
と
同
順
に
都
市
地
現
喋
の
放
火
問
燭
で
あ
る
｡
称

に
-EB
災
孜
の
塑

瓜
田
は
外
延
的
仰
腿
の
勢
力
頓
に
弧
烈
私
加

へ
'
近
年

に
於
け
る
近
郊
町
村
の
敬
脱
は
姑
に
円
盤
t
い
も
の
で
あ
る
｡
本
坊
ほ

比
の
班
状
に
格

(
北
京
市
郊
外
町
村
に
放
け
る
･発
泡
糊
紺
の
猿
藷
と
人

口
の
将
加
と
の
利
閥
的
係
在
野
戒
す
る
敦
料
と
し
て
編
成
さ
れ
た
･J
の

で
あ
る
｡
毎

〓
串
近
郊
町
村
に
於
け
る
人
口
将
加
の
趨
勢
に
於
て
大
正

十
四
年
妨

二
回
問
勢
嗣
査
み
職
級
の
-
の
と
し
て
過
去
に
於
げ
ろ
集
中

か
別
に
で
ろ
と
北
ハ
Li
大
正
十
四
年
の
現
状
私
詐
迎
し
て
ゐ
る
｡

7
舷
か

抄
す
る
に
大
技
十
四
印
に
於
け
る
大
東
京

(来
賓
都
印
計
誠
院
域
で
め

っ
て
'
共
の
純
蜘
ほ
光
波
雌
か
川
心
と
t
t
中
経
十
哩
の
蜘
み
耕
せ
t

iE
内
十
五
膵
と
氾
郊

八
十
凹
紳
町
村
と
み
旬
解
し
印
税
五
七
〇
才
粁
あ

叫
)
の
人
目
ほ
四
㌧

叫
〇
九
㌧
二

三
人
で
あ
る
が
'
其
の
内
湘
山=i市
の

新

著

糾

介

'-人
=
ほ

F
､
九
九
五
､
五
六
七
人
で
'北
郷
町
村
の
人
旧
は
こ
'
1
二
二

五
凹
六
人
で
;LIJ
郊
町
村
の
人
口
は
叩
内
人
口
私
少
し
-
超
越
L
r{
居
る

之
,付
火
正
九
年
の
第

一
何
問
勢
訓
査
人
口
に
比
耽

す
れ
ば
､
倍
率
の
人

口
は
墾

=i
肺
は
こ
甘
十
霊
Iq:
伶
人
'
近
郊
は
汀
十
八
耽
偉
人
'
食
計
三

甘
三
十
五
鵜
伶
人
で
あ
っ
た
が
､
市
内
の
人
口
は
漂
鬼
の
結
め
Li
l
呼

愈
汝
.1
減
少
し
大
正
十
二
年
十

叫
月
十
五
日
の
嗣
盤
に
従
へ
げ
宵
五
十

二
湖
七
千
伶
人
と
な
っ
た
の
で
､
簡
雌
伏
後
払
見
た
大
正
十
四
年
に
放

て
も
輪
大
TtS:九
年
の
九
割
二
分
聖
が
す
に
過
ぎ
p稚
い
｡
触
る
に
郊
外
人

口
に
衣
り
て
ほ
常
該
耐
期
の
比
舵
は
七
割
八
分
の
相
加
と
な
る
O
大
派

文
関
内
f伸
一
髄
と
し
て
見
る
と
rO
は
琵
鬼
の

f
火
興
鍵
に
池
逃
し
た
に

も
拘
ら
ず
､
人
口
は
退
職
し
て
前
後
五
倍
咋
問
に
二
削
二
分
E
Z超
各
村

加
し
た
の
で
あ
る
Q
比
の
五
年
間
の
相
加
私
町
村
別
に
見
る
と
祐
原
町

の
知
音

七
十
四
割
八
分
の
将
加
T貰

し
て
煉
る
Q
紀
郊
人
口
の
状
勢

み
親
祭
す
る
便
宜
上
'
本
市
に
封
す
る
町
村
の
低
地
か
玉
距

離の
速
成

に
伐
っ
て
閉
脚
匠
に
分
別
し
て
紀
明
さ
れ
て
あ
る
｡
節

t
国
に
光
京
市

か
取
怨
い
て
尉
る
十
八
倍
の
隣
接
町
で
'
節
二
間
は

第

7
圏
の
外
廓
を

成
す
大
井
町
以
下
の
十
六
倍
町
村
で
'
弟
三
周
は
節
二
困
海
国
癖
す
る

入
新
井
町
以
下
の
二
十
三
倍
町
村
で
英
の
外
方
は
節
四
凶
に
展
す
る
｡

胸
別
人
日
払
琴
ボ
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
｡

大
正十
四
年

～ヽ

･′ー
与

選

別

人

口

無

機
竹

光

山風
市

一
'九
九
五
､
五
六
七

二
月
へ
五
六
五

I.1.]
屯

im
就

大
正
九
年
に
封
す

る
将
減
の
制
令

-

減

八
｡
二



地

解

7
飽
満

鰐
こ
個
展

第
三
励
院

熱
田
固
願

妃
郊
計

紘

計

代

九
凹
五
､
1
八
四

六
三
八
'九
七
･六

三

7
二
､
三
二
九

二
1
七
p〇
五
七

〓
ハ
､
六
〇
三

七
､
九
六
六

二
'
〇
二
五

E
.
〇
九
七

二
'
二

三
.
五
_票

田
二

〇
九
二

二
77

四
㌧
三
7
H

七
㌧
二
〇
四

第
十
容

将

四
七
｡
二

村

1
四

1
'
凹

樹

7
T
九
･〇

好

六
〇
ユ

ニ

.J将

七

八
･捌

将

二
二
｡
四

こ
の
近
郊
の
四
囲
尿

は
人
口
現
象
の
節
分
で
あ

る
が
や
ト
ゆ
る
人
文
的

節
分
と
す
る
,Jと
が
出
氷
る
か
ら
'
地
秋
蝉
的
上
布
窓
前
な
も
の
で
あ
L

る
0
本
鞍
l1
添
へ
ら
れ
た
人
口
碑
庇
分
布
岡
谷
孤
純
す
る
=
と
1
各
国

馬
の
翰
肌
teJ漕
む
=
と
に
よ
っ
て
経
柄
杓
の
祁
怨
み
推
知
す
る
=

と
が

也
凍
る
｡
節
二
審
に
交
通
機
脚
の
礁
=.･S
私
記
逃
し
た
も
の
で
､
発
泡
蛾

鯛
小
童
嬰
な
も
の
即
ち
鋤
迫
､
軌
道
､
熊
谷
良
掛
率
､
来
合
描
碑
及
発

令
諮
窺
刑
の
五
稗
に
眼
光
し
て
あ
る
｡
押
し
て
政
新
な
放
串

は
昭
和
二

年

七
月
現
衣
に
依
っ
て
ゐ
る
U
交
通
糊
脚

に
封
す
る
割
下
の
問
題
と
し

て
は
高
拙
庇
攻
池
畔
細
､
節
食
LE
別
辞
の
忠
雄
な
数
姓
な
ど
が
柑
散
さ

れ
て
あ
る
｡
鈴
三
葦
代
人
H
の
将
加
と
安
城
棚
刷
の
濫
速
と
の
鮒
係
で

各
糞
池
機
陶
の
地
租
的
勢
力
範
囲
私
淡
光
す
る
こ
-J
は
甜
緋
で
あ
る
汚

め
布
衣
油
路
純
な
中
心
と
し
て
怖
詫
或
鵡
樺
閑
の
放
談
に
よ
り
町
村
人

口
の
一相
加
hA
誘
狐
さ
れ
Ll
と
希
徹
し
柑
べ
き
行
政
院
城
の
粘
食
む
以
て

其
勢
力
純
桝
と
侶
定
L
Ef
耐
額
の
紺
係
か
抑
考
し
て
府
る
0
城
田
'
城

田
､
城
北
､
城
朗
及
其
の
他
に
別
ち
之
私
主
礎
鋭
減
軌
道
胎
動
,1
小
別

L
､
各
町
村
の
発
鵡
状
潔
か
記
述
し
て
ゐ
る
｡
令
距
の
蹄
論
か
腔
記
す

tC･-
'
節
米
近
郊
.1
於
け
ろ
家
並
棟
関
川
地
班
的
に
見
て
何
部
よ
り
四

姉
川
朗

TT喜

六
六

､
北
'
苅
部
LL
拘
っ
て
脱
衣
に
孜
達
し
叉
市
域
Li接
妃
す
る
部
分
か
ら

次
解
に
外
延
的
に
仲
舶
L
Ll
と
児
ら
れ
る
0
之
在
職
髄
的
に
見
れ
ば
明

治
三
十
年
以
前
の
新
政

に
係
る
も
の
は
主
と
し
て
迫
距
離
周
の
聯
絡
み

臼
的
と
し
､
明
締
四
十
舛
以
衆
最
近
の
放
談
に
係
る
も
の
は
主
と
し
て

都
心
と
妃
郊
と
の
関
に
於
げ
ろ
輸
送
を
凋
杓
と
す
る
O
銀
る
ii
,
Jの
中

三
の
卯
約
三
十
年
力
室
明
治
四
十
坤
の
放
談
に
係
る
も
の
は
,
)の
速
距

離
及
都
郊
輪
為
の
附
々
の
日
的
み
銀
ね
典

へ
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
和
し

て
銚
?.迫
､
軌
道
盈
雑
食
自
動
串
の
衆
藷
は
震
災
以
筏
僻
に
繋
L
-
滑
水

論
難
舶
す
べ
き
状
勢
で
あ
り
'
罪
金
将
韓
は
現
今
,煎
附
の
見
る
べ
き

も

の
な
-
'
肺
統
望
米
減
に
向
つ
て
倍
'
発
令
茶
範
朋
は
折
郎

T
.し
な
い

が
仲
立
の
地
低
を
占
め
て
ゐ
る
の
で
滑
水
に
存
鯖
す
る
で
あ
ら
う
｡
新

市
滋
の
衣
出
郷
脚
が
低
速
の
も
の
に
代
っ
て
氷
Li
が
=
S
方
ほ
赤
壁
托

し
て
ゆ
-
,
Jと
で
あ
ら
う
｡
郊
外
の
人
口
の
相
加
代
地
秋
的
に
見
て
､

荏
原
部
'
恩
多
伊
部
､
北
他
..･A
P
郡
に
放
て
最
も
舵
ん
で
あ
っ
た
｡
爾
志

飾
邦
は
桁

に
次
で
盛
で
あ
っ
た
が
今
後
の
相
加
が
苛
L
か
ら
う
｡
甫
足

式
部
'
北
多
傑
都
(千
蔵
相
'
砧
柑
)
代
将
加
収
ほ
ざ
り
L
も
求
兇
後
脚

-
将
加
カ
が
旺
ん
と
な
っ
た
L
又
端
末
群
の
隣
接

硫
町
地
.T.聯
如
し
'

次
筋
に
外
方
拓
域
に
相
加
し
た

｡
発
泡
軸
組
と
人
口
将
加
と
の
祁
幽
々

係
の
細
論
は
次
の
如
-
で
あ
る
O
〓

)
交
油
機

軸
の
設
旺
力
蒐
孜
辻
は

人
口
の
将
帥
私
刑

衆す
る
｡
(
二
)将
加
L
i1
人
日
は
密
通
棚
鯛
の
伸
展

刀
:brhl数
嘩
払
促
す
｡
(
≡
)
人
目
密
度
高
さ
地
域
軸
北
)'の
川
虻
に
於
げ
ろ

交
感
械
励
代
務
僻
し
て
ゐ
品
｡
(
凹
)
油
例
蚊
i,El
p
軌
道
の
敷
設
は
約
紋

の
人
口
曹
加
f1
放
ち
'
来
食
･E
凱
串
､
罪
命
描
坤
､
節
食
蒸
気
伽
の
施

錠
は
描
線
の
人
口
櫛
加
に
紡
仇れ
ろ
｡
(
蕊
)
鶴
仰

の
が
ハ油
槻
胴
の
猿
藷
は



地
方
人
目
恥
取
っ
て
木
綿
に
鶏
坤
さ
せ
た
｡
(
:(
)
近
時
の
蛍
池
槻
鵬
の

敬
達
は
前
攻
の
機
能
私
称
す
る
と
共
に
併
せ
て
村
内
人
3-~
な
郊
外
に
分

散
さ
せ
-よ
う
と
す
る
｡
(
七
)
人
目
の
将
加
と
発
泡
槻
跳

S.預
連
と
の
数

字
的
抑
捗
は
趨
向
私
同

じ

-
す
る
が
､
如
し
人
口
の
将
加
は
交
流
機
関

の
毅
鐙
よ
り
も
若
し
-
前
額
で
あ
る
'

本
番
は
都
和
地
税
額
者
に
取
っ
て
に

新
し
い
資
料
み
供
す
る
も
の
で

あ
る
｡
若
し
尖
れ
本
番
に
は
未
だ
出
水
て
ゐ
な
い
糞
血
糊
禍
の
地
規
準

勢
力
各
班
定
す
る
こ
と
は
地
班
学
者
の
手
払
待
た
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と

血

へ
る
｡
(
S
)

0

塞

潜

山

薗

(
新

高

山

麓

)

昭
利
三
坤
七
Jl

益
惜
敗
督
肘
文

沓
課
内
韻
洞
山
揃
骨

先
供

一
糊
六
十
錦

接
湖
山
燕
令
S
機
関
誌

拭

伯
山
満
の
節
三
雛
は
新
高
小
技
と
し
て
日

本
第

7
の
満
山
で
あ
る
新
満
山
に
関
す
る
記
部
か
騎
載
L
t)･'
ゐ
る
'
本

文
と
し
て

｢
新
補
山
探
険
の
快
廿
L
｢
新
高
巾
魂
の
動
物
塀
的
研
究
L
が

あ
り
'
郷
錨

Li
は
内
.1
十
節
S
l新
:i:i
-;
発
出
記
､
蝶
知
韓
の
記
輔
が
あ

る
O
問
舶
十
班
め
り
て
新
市
山
の
倍
額
み
納
介
し
て
ゐ
る
C記
小
は
茄
接

し
た
靴
IU
多
-
細
井
は
灘
払
た
る
も
の
で
お
る
が
新
高
山
の
由

粕
谷
知

ら
ん
と
す
る
人
士
叉
は
新
高
山
丑
山
か
企
て
ん
と
す
る
山
括
衣
に
は
よ

き
.手
引
と
サ
ム
C
(S
)

0

朝

鮮

気

温

褒

糊
鮮
紙
幣
肘
糾
測
析

三
川
二
試

昭
利
三
咋
三
月

朝
鮮
紙
幣
船
槻
測
抑
(
仁
川
)､
鮮
内
各
州
焼
餅
･付
始
め
榔
'
郡
'
位

階
､
各
F.EJ
緋
小m
功
､
於
小雪

春
山fit描
出
粧
肝
及
出
払
等
汀
六
十
八
佃
伊

部

常

即

軸

に
於
け
る
就

数
拙
州
側
如
以
水
火
正
十
凹
加
T
に
塗
る
窺
脱
胎
州に
頒
頚
の

季
節
串
な
鵜

め
桐
暮
し
た
-
の
で
骨
に
非
骨
に
別
悦
な
多
奴
の
紙
紀
聞

払
揚
げ
て
あ
る
｢
そ
れ
は
鮮
内
各
地
の
槻
測
地

l
仲
間
令
月
平
均
筑
氾

脚
､
各
月
平
均
叔

南
端
抱
囲
､
循
月
平
均
放
伐
窺
池
樹
､

年
平
均
窺
粗

相
､
舛
平
均
伯
筒
叔
低
窺
抱
囲
､
政
商
頼
政
低
柚
試
汎
樹
'

叫
月
及
七

月
平
均
較
差
樹
'
和
納
経
耕
同
期
触
､
和
皆
路
等
各
同
期
組
､
気
組
比

校
樹
へ光
出
に
於
げ
ろ
)年
令
計
五
十
柴
の
紙
数
脚
を
敢
ぜ
て
ゐ
る
O
.本

田
は
斯
濃
に
於
げ
ろ
安
に
血月
末
な
問
で
今
日
迄
如
斯
多
-
の
槻
測
地
鮎

と
槻
測
期
間
の
地
紋
長
期
に
捗
る
材
料
に
縛
り
作
雛
せ
ら
れ
た
も
の
は

な
か
っ
た
0
そ
れ
が
軍
門
衣
の
皐

に
依
っ
て
朝
鮮
金
吸
出
衆
上
っ
た
の

は
誠
'1
番
ぶ
べ
き
串
で
研
究
上
韻
.E型
な
参
考
資
料
た
る
串
首
ふ
迄
も
な

い
o
統
計
宏
は
尉
尖
.1
め
る
嬰
素
全
部
ね
挙
げ
た
外
'
時
刻
別
月
平
均

封
紙
'
室
料
叔
低
平
均
の
各
銘
組
が
戎
況
臆
よ
り
火
小
な
り
L
H
故
衷

iLJ,_
河
糾
永
捌
日
韓
に
つ
与
,_各
地
槻
測
俵
に
於
げ
ろ
詳
緋
な
る
ま
わ
堪
げ

て
あ
る
0
か
-
朝
鮮
に
於
げ
ろ
窺
組
の
絶
て
払
納
経
七
て
あ
る
か
ら
朝

鮮
気
組
に
関
し
て
は
.
此
の
沓
私
記
い
て
外
に
及
ぶ
べ
き
･1
の
は

な
い

蘇
-
ば
今
後
引
紙
与
気
象
の
各
礎
請
全
部
に
遮
り
同
様
な
別
行
物
の
敢

行
さ
れ
ん
歩
み
.
(吉
川
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研
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所
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部

弟
五
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八
月

昭
利
二
咋
十

＼

月
二
十
七
日

長
閑
卦
四
方
の
親
堤
調
査
報
せ
(
股
縄
武
讐

関
取
大
地
だ
鵜
に
丹
後
大
地
鐙
に
ま
ほ
れ
た
る
断
暦
の
蛸
ず
れ
に
就

三rJP

六
七
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第
十
埴

い
て

(
今
村
明
悔

持
上
争
彦
)

塊
外
政
牛
島
の
地
形
登
壇
虫
(多
川
文
胡
)

○
寓
士
の
地
班
と
地
質

石
原
初
太
郎

九
月

古
今
沓
投

光
侶
閉

脚
二
十
出

○
朋餌
銑
駐
調
査
軍
報

筋
四
か
ノ
1

八
月

朝
鮮
総
督
肘
地
質
調

教
肝

段

仰

岡

縫

紋
哲
郷
光
誠
的
竹
林
辺
だ
い
め
す
け
-
あ
銀
齢
調
教
非
文

(
水
野
幡
雷
郎

川
村
狼
火
邸
)

○
樹
立
北
京
火
堺
地
邪
祈
洗
骨
邦

弟
三
期

七
月

中
槻
北
部

水平
動
肝
成
之
植
迫
(翁
文
漸
)

C
h
in
a
in
th
e
O
rd
o
v
ician
P
erio
d
(A
I

W
.
G
ra
b
a
u
)

中
陶

油

脂
的

嘩

之

地
文
揮
縫

超

(
戟

汲
純

)

北
Jpi
田
山
輝
放
射
之
研
究
(
朱
森

封
汲
締
)

北
東
田
山
周
口
描
花
剛
･:ポ
之
研
究

楊
曾
威
)

･～

湖
南
棚
僻
璃
林
地
質
(米
蔵
)

北
茶
田
山
楊
家
低
地
厨
之
考
漆
(梯
好
威

挙
非
晶
'
群
汲
清
流

森
)

熟
村
朝
陽
煤
北
11=::;興
隙
淋
及
楊
樹
沖

丁
稚
地
質
軸
管

(光
政

路

骨

威

鞘
政
柄

挙
林
見
)

両
班

地
質
施

行

報
せ

(
朱
森

李
林
農

楊
曾
威

部
汲
清
)

抽
順
媒
頻
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烈
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p
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